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主
な
内
容

◦患者さんの全経過を地域連携で一貫フォロー
　─千葉県地域連携の会「平成22年度会合」─
◦患者さんの声

１面

２面

３面

4面

◦病院ボランティアの皆さん、どうもありがとう！─ボランティア感謝状贈呈式─
◦千葉駅⇔千葉大学病院のバス増便！

◦さらに高精度の治療が可能に─放射線部でリニアックを更新─
◦＜ミニニュース＞サマーインターンシップ／中学生の看護体験／
　インドネシア大学一行が来院

◦＜フリートーク＞血液内科診療教授　中世古(なかせこ) 知昭
◦＜亥鼻むかし・昔＞⑭ 千葉氏の本拠地・千葉城
◦＜トピックス＞脳卒中対策

コラム

なり、たっぷりの荷物も積み込めるし、冬の道も安心な4輪
駆動。夏のキャンプに冬のスキー、身体を動かすことが大
好きな私にとって、次の休みの計画が楽しみです。
　今の車は、燃費のほかにも安全性能が10年前の車から格
段に上がっているとか。私も家族が増えたこともあり、安全
性能で高評価な車を選びました。
　安全は、自分自身のためでもあるし、他の人のためで
もあります。私の身内の一人は某自動車メーカーで設計を
行っており、少し前まで「対人衝突安全」の設計のため“たっ
た１mm”の寸法のことで、日々遅くまで頭を悩ませていまし
た。万が一の際の相手側にとっての安全。車を運転する側
である私たちが、普段は気付かない部分のことも日々真剣
に考えてくれているのだと、改めて気付きました。
　「万が一のことも常に考えて」。これは私たちも同じです。
私は生命維持管理装置の運転・保守を担う臨床工学技士と
して、医療機器の安全管理を通して患者さん、そして医療
者の安心を支えていければと考えています。

（ME機器管理センター臨床工学技士　古川  豊）

　エコカー補助金もついに終わってしまいましたね。
実は私も、車検の時期と重なっていたこともあり、
時流に乗って買い替えを行った一人です。今度の車
は、少し大きめなツーリング7シーター。燃費もよく

「
万
が
一
の
こ
と
も
考
え
て
」

　

京
成
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
伴
い
、

10
月
１
日

︵
金
︶
よ
り
、

千
葉
駅
と
千

葉
大
病
院
を

結
ぶ
路
線
バ

ス
が
増
便
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
最
も
混
雑
し
て
い
た
平
日

の
朝
７
時
台
、
８
時
台
の
運
行
本
数
が

そ
れ
ぞ
れ
６
本
か
ら
10
本
、
８
本
か
ら

11
本
に
な
る
ほ
か
、
10
時
台
か
ら
12
時

台
の
運
行
本
数
も
６
本
か
ら
８
本
に
増

便
さ
れ
、
利
便
性
の
向
上
と
混
雑
緩
和

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
時
刻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

し
い
時
刻
表
を
外
来
ホ
ー
ル
棟
１
階
に

掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
停

●
千
葉
駅 

⇔ 
千
葉
大
学
病
院
の
バ
ス
増
便
！

名
も﹃
大
学
病
院
﹄か
ら﹃
千
葉
大
学
病

院
﹄に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
来
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
て
お
り

ま
す
。
ご
来
院
の
際
は
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
っ
そ
う
便
利
に
な
り
ま
し
た
!!

　

こ
の
式
は
、
病
院
か
ら
日
ご
ろ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
9
月
29
日
、
約
30
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
が
参
加
し
、
12

名
の
個
人
と
３
つ
の
団
体
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、﹁
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
﹂、﹁
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
員
と
病
院
職
員
に
よ
る
意

見
交
換
会
﹂、﹁
総
合
診
療
部
・
生
坂
教

授
に
よ
る
講
演
﹂、
そ
し
て﹁
ひ
が
し
棟

10
階
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
・
ヴ
ァ
ン
セ
ー
ヌ

で
の
懇
親
会
﹂と
、
3
時
間
半
に
わ
た

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
活
発
な
意
見

交
換
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
医
療
福
祉
部︵
現
、
地
域
医

療
連
携
部
の
前
身
︶が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
受
入
れ
窓
口
と
な
っ
た
の
が

平
成
11
年
。
そ
の
後
、
延
べ
約
３
４
０

名
の
方
が
登
録
さ
れ
、
現
在
約
80
名
が

日
々
千
葉
大
病
院
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
実
に
多
種
多
様
で
、

外
来
・
病
棟
で
の
患
者
さ
ん
の
お
世

話
、
院
内
で
の
図
書
の
貸
し
出
し︵
な

の
は
な
文
庫
︶、
小
児
病
棟
で
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
遊
び
の
お
手
伝
い
、

さ
つ
き
保
育
園
で
の
紙
芝
居
、
入
院
患

者
さ
ん
へ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
外

来
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

病院ボランティア
の皆さん、

どうもありがとう！

の
作
品
展
示
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
、
幅
広
く
患
者
さ

ん
、
そ
し
て
病
院
に
貢
献
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

病
院
職
員
が
気
づ
き
に
く
い
点
、
行

き
届
か
な
い
点
、
ま
た
対
応
が
難
し
い

点
に
目
を
向
け
、
日
々
活
動
い
た
だ
い

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
の
皆
さ

ん
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
快
適

に
、
そ
し
て
活
発
に
活
動
い
た
だ
け
る

よ
う
、
私
た
ち
職
員
も
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

外
来
患
者
さ
ん
の
受
診
時
の
お
世
話
を
し
た
り
、
闘
病
中
の

子
供
た
ち
の
遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
し
て
活
躍
中
の〈
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
〉に
対
す
る「
感
謝
状
贈
呈
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
河

野
病
院
長
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
に
引
き
続
き
、
意
見
交
換
会
を

通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
、
生
の
声
と
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボランティア感謝状贈呈式
病院ボランティア活動員のみなさん

代表者のあいさつ

病院長（左）からの感謝状贈呈

●お問合せ先
 千葉大学医学部附属病院
 地域医療連携部
●電話
 043-222-7171
 内線6487～6491
●受付時間
 月～金　9：30～16：00

ボランティア活動員募集中！
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皆様の声に
お答えします

冷
房
が
強
く
、
頭
痛
が･･･

病
院
の
冷
房
が
強
く
、
待
ち
時
間
の

間
に
指
が
冷
た
く
な
っ
た
り
、
頭
痛

が
し
た
り
す
る
。
温
度
の
設
定
を
あ
げ
ら
れ

な
い
か
。ご

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
外
来
ホ
ー

ル
棟
お
よ
び
外
来
診
療
棟
待
合
い
箇
所
は
、

そ
の
日
の
天
候
お
よ
び
外
来
患
者
人
数
に
よ

り
空
調
温
度
を
微
調
整
し
て
お
り
、
多
く
の

方
が
快
適
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
、

き
め
細
や
か
な
空
調
温
度
の
設
定
、
維
持
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

講
堂
で
開
か
れ
た﹁
全
体
会
﹂で
は
、

ま
ず
河
野
陽
一
院
長
が﹁
地
域
連
携
の

会
﹂の
意
義
を
説
明
。
組
織
と
シ
ス
テ

患者さんの全経過を地域連携で

〈地域連携〉の重要性を再認識した全体会

　

病
気
の
発
症
段
階
か
ら
治
療
、
回

復
後
の
ケ
ア
ま
で
、
患
者
さ
ん
を
病

院
、
行
政
、
福
祉
機
関
が
一
体
的
に

フ
ォ
ロ
ー
す
る
組
織
と
し
て
発
足
し

た﹁
千
葉
県
地
域
連
携
の
会
﹂—

—

。

そ
の
４
回
目
の
会
合
が
７
月
28
日
千

葉
大
病
院
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
県
内
の
医
療
機
関
、
市
町
村

の
担
当
者
を
は
じ
め
消
防
、
訪
問
看

護
、
薬
剤
師
団
体
な
ど
か
ら
３
２
１

名
が
参
加
、﹁
千
葉
県
の
医
療
の
現

状
﹂﹁
地
域
連
携
の
あ
り
方
﹂に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
、
提
案
が
論
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
講
堂
前
に﹁
千
葉
県
救

急
医
療
の
状
況
と
将
来
予
測
﹂﹁
共
用
型

地
域
連
携
パ
ス
﹂な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
が

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学
も
行
わ
れ
、
最
後

に
院
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン﹁
ヴ
ァ
ン
セ
ー

ヌ
﹂で
開
か
れ
た
懇
親
会
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
﹁
地
域
連
携
の
会
﹂は
４
年
前
に
発

足
、
年
に
１
回
ず
つ
の
開
催
で
、
今
年

で
４
回
目
の
会
合
を
迎
え
、
参
加
団
体

も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
今

回
は
、
多
く
の
参
加
者
が
自
由
に
自
分

の
意
見
を
述
べ
た
り
、
質
問
で
き
る
会

合
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か﹁
地
域
連

携
の
大
切
さ
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
１

年
に
１
回
と
い
わ
ず
複
数
回
開
催
し

●千葉県地域連携の会「平成22年度会合」

一貫フォロー

１
年
に
複
数
回
開
催
を
望
む
声
も
…

ム
強
化
に
向
け
た
関
係
機
関
の
理
解

と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
次
い

で
、
県
医
師
会
の
土
橋
副
会
長
、
県
健

康
福
祉
部
の
井
上
理
事
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら︿
地
域
連
携
﹀の
重
要
性

と
そ
の
取
り
組
み
内
容
を
説
明
。
千
葉

大
病
院
か
ら
は
、
高
林
病
院
長
補
佐
が

﹁
千
葉
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
﹂、
食

道
胃
腸
外
科
の
松
原
教
授
が﹁
が
ん
の

連
携
パ
ス
﹂に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

︵
パ
ス=

path=

は
道
筋
の
意
味
︶

　

そ
の
後
、
講
堂
と
会
議
室
を
使
っ

て﹁
脳
卒
中
パ
ス
﹂﹁
開
業
医
の
た
め
の

パ
ス—

糖
尿
病
・
心
筋
梗
塞
﹂﹁
病
診
連

携
﹂﹁
救
急
医
療
﹂﹁
が
ん
パ
ス
連
絡
会—

胃
・
大
腸
・
肝
・
肺
・
乳
・
子
宮
﹂と

５
つ
の
分
科
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

熱
心
な
情
報
、
意
見
交
換
が
く
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

て
、
組
織
を
一
層
充
実
強
化
す
べ
き
﹂

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
救
急
医
療
」「
病
診
連
携
」な
ど
分
科
会
で
討
議

ＱA

老
眼
鏡
を
置
い
て
ほ
し
い

外
来
ホ
ー
ル
に
、
老
眼
鏡
を
備
え
付
け
て
ほ
し
い
。

老
眼
鏡
は
盗
難
防
止
の
た
め
，
外
来
ホ
ー
ル
棟
1
階
の
総
合
案
内
横
に

配
置
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
ご
不
自
由
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
指
摘
を
受

け
、
老
眼
鏡
を
初
診
受
付
窓
口（
1
番
窓
口
）前
の
記
載
台
に
配
置
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
な
し
の
患
者
の
存
在

マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
咳
を
し
て
い
る
患
者
へ
の
注
意
書
き
が
見
ら
れ
な

い
。
特
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
に
と
っ
て
、
咳
は
命
に

か
か
わ
る
問
題
と
も
な
る
の
で
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

マ
ス
ク
着
用
・
咳
を
し
て
い
る
方
へ
の
注
意
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
、

御
面
会
の
方
々
へ
の
お
願
い
と
し
て
、
ラ
ウ
ン
ジ
や
病
棟
カ
ウ
ン
タ
ー

に
掲
示
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
感
染
防

止
の
た
め
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
、
御
面
会
の
方
々
に
も
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

面
会
時
間
外
に
見
舞
い
客
の
話
し
声

面
会
時
間
で
は
な
い
時
間
に
、
病
室
で
話
し
声
が
し
て
う
る
さ
か
っ
た
。

時
間
は
守
っ
て
ほ
し
い
。

日
頃
か
ら
、
面
会
は
面
会
時
間
内
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
行
き
届
か
ず
ご
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
面
会
時
間
の
遵
守
の
お
願
い
を
徹
底
し
、
入
院

患
者
さ
ん
の
療
養
環
境
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱAＱAＱA

救急医療分科会の様子

開業医のためのパス分科会の様子
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こ
の
度
、
千
葉
大
病
院
に
最
新
の
放

射
線
治
療
装
置︵
リ
ニ
ア
ッ
ク
︶が
増
設

さ
れ
、
ま
も
な
く
治
療
が
開
始
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
の
最
大
の
特
徴
は
、﹁
画

像
誘
導
放
射
線
治
療
﹂と
呼
ば
れ
る
今

ま
で
よ
り
さ
ら
に
精
度
の
高
い
放
射
線

治
療
が
可
能
な
こ
と
で
す
。
リ
ニ
ア
ッ

ク
に
搭
載
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
を
用
い
、
体
や

臓
器
の
動
き
に
よ
る
が
ん
病
巣
の
位
置

の
変
化
に
即
座
に
対
応
し
て
、
治
療
寝

台
上
で
照
射
部
位
を
自
動
的
に
修
正
し

ま
す
。
照
射
す
べ
き
と
こ
ろ
の
形
状
を

決
め
る
多
分
割
絞
り
の
ス
ペ
ッ
ク
も
向

上
し
、
病
巣
の
形
に
よ
り
一
致
し
た
照

射
野
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
を
用
い
て
来
年
度
に
は

﹁
強
度
変
調
放
射
線
治
療
﹂が
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。
治
療
開
始

と
と
も
に
現
在
の
治
療
装
置
も
最
新
の

　ここ数年全国の中学校では、総合的な学習の一環として、職場体験
を行う学校が増えているようです。それに伴い最近では、医療関係の
職業に興味を持つ中学生が、病院での職場体験を希望する件数が増え
ました。本院看護部でも、看護師の体験を希望する中学生を受け入れ
ており、昨年度には５校を受け入れ、今年も既に3校の受け入れが決
まっています。
　２～３日間のプログラムでは、車椅子操作等の看護技術の研修を
行ったうえで、看護師と一緒に患者さんに食事を配る、ベッドメイキ
ングを行う、検査に行く患者さんに付き添う等の体験をし、これまで

全国から88名が参加、看護を体験
●サマーインターンシップ

　来春卒業予定の看護学生を対象とした「サマーインターンシップ」を
８月17日から4日間、８月24日から４日間の計２回、８日間にわた
り開催しました。
　希望する部署での看護実践や夜勤体験、専門・認定看護師の活動見
学などが主なプログラムで、全国から学生88名が参加しました。
　例年にない猛暑の中、参加した学生さんからは「自分の働く姿がイ
メージできてよかった」「チームの連携、雰囲気が素晴らしく、自分も
その一員になりたいと思った」といった感想が寄せられました。
　来年も魅力あるサマーインターンシップを企画し、多くの学生さん
が、千葉大病院に就職してくれるようにしていきます。
　なお「サマー
イ ン タ ー ン
シップ」は、今
年 で ５ 回 目。
参加した学生
さんの多くが
本院に就職し
ています。

「先進医療の現場を視察」
●インドネシア大学一行が来院

　日本の大学病院
における先進事例
を調査するため、
このほどインドネ
シア共和国からの
視察団が千葉大病
院を訪れました。
　一行は、インド
ネ シ ア 大 学 第 二
副学長をはじめと
する総勢11名で、
まず医学部会議室
で医学部、看護学
部、病院関係者から医学教育カリキュラム、チーム医療実践、院内Ｉ
Ｔシステム、地域連携などについて説明を受けた後病院内へ。
　そこでは、特別病室などを視察した後、次いで研修医や新人看護職
員などが模擬機器を活用して実践的なトレーニングを積むシミュレー
ションセンターを訪問。実際に内視鏡シミュレーターを使ったトレー
ニングを体験したり、その他の医療機器を実際に操作するなど興味
津々の表情でした。
　インドネシアでは、現在医学関係学部や大学病院の整備を計画して
おり、日本国内の複数の大学病院を訪問して、その先進事例を肌で学
ぼう──というのが今回の視察の目的で、「インドネシアの医療サー
ビス向上の一助になれば」と実現したものです。

も
の
に
更
新
し
、︿R

ap
id A

rc

﹀と
呼

ば
れ
る
回
転
方
法
に
よ
る
強
度
変
調
放

射
線
治
療
や
、
呼
吸
に
同
期
し
た
放
射

線
治
療
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

治
療
設
備
の
増
設
や
更
新
に
伴
い
、

患
者
さ
ん
の
待
合
室
を
新
設
し
ま
し

た
。
洗
面
所
、
更
衣
室
、
簡
易
ベ
ッ

ド
、
生
体
モ
ニ

タ
、
大
型
３
Ｄ

Ｔ
Ｖ
な
ど
を
用

意
し
、
治
療
を

待
つ
さ
ま
ざ
ま

な
患
者
さ
ん
に

対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
新
し
い

リ
ニ
ア
ッ
ク
室

の
入
り
口
に

は
、
プ
ロ
の
写

真
家
な
ど
の
厚

意
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
大
型
の

写
真
が
左
右
に

並
び
、
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
で
浮

き
上
が
り
ま

す
。

さ
ら
に
高
精
度
の
治
療
が
可
能
に

●
放
射
線
部
で
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更
新

リニアック室の入口

新しい放射線治療装置（リニアック）

「人の命を助ける、人の役に立つ仕事の大切さを感じた」「患者さんと
お話できて嬉しかった」などの感想をいただいています。
　また、看護の体験だけでなく薬剤部、臨床栄養部、放射線部、事務
部などの見学を通じて、病院で働くさまざまな職種に興味を持ってく
れています。
　今後も将来医療職を目指す子供達のために、病院や病院で働く職種
を理解していただける機会として、看護体験の受入れを行っていく予
定です。

「患者さんとお話できて嬉しかった！」
●中学生の看護体験

内視鏡シミュレーターの説明を受ける一行

看護実践の様子

＊病院ホーム
ページにも掲載
中です。
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千
葉
市
で
最
も
有
名
で
象
徴

的
な
建
造
物
と
い
え
ば
、
中
央

区
亥
鼻
に
あ
る
通
称「
千
葉
城
」

で
し
ょ
う
。
天
守
閣
を
模
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
千
葉
市

立
郷
土
博
物
館
が
あ
り
、
館
内

に
は
千
葉
市
や
千
葉
氏
の
歴
史

に
関
す
る
展
示
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
千
葉
氏
の
居
館
跡
と

し
て
考
え
ら
れ
る
所
は
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
亥
鼻

山
付
近
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
城

は
、
源
頼
朝
の
挙
兵
に
際
し
い

ち
早
く
参
陣
し
、
鎌
倉
幕
府
の

創
設
に
力
を
尽
く
し
た
千
葉
介

常
胤
の
父
・
常
重
が
、
大
椎
城

か
ら
拠
点
を
移
し
た
１
１
２
６

年（
大
治
元
年
）以
来
、
１
４
５

F R E E      T A L K〈フリートーク〉

千葉氏の本拠地・千葉城

然
の
水
堀
と
し
、
西
は
急
な
崖
、

南
は
入
り
組
ん
だ
谷
津
を
空
堀

と
し
た
要
害
で
し
た
。
現
在
は

土
塁
の
み
が
残
り
、
千
葉
氏
の

歴
史
を
静
か
に
語
っ
て
い
ま
す
。

（
歴
史
民
俗
研
究
家
・
宮
原
さ
つ
き
）

５
年（
康
正
元
年
）に
胤
直
が
支

族
の
原
胤
房
に
追
討
さ
れ
る
ま

で
、
19
代
３
３
０
年
に
わ
た
っ

て
上
総
・
下
総
を
支
配
し
た
千

葉
氏
の
拠
点
で
し
た
。

　

猪
の
鼻
の
形
に
似
た
台
地
を

利
用
、
北
に
流
れ
る
都
川
を
天
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中な

か

せ

こ

世
古　

知
昭

夢
は
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
を
薬
で
治
す
こ
と

　信じられないほど暑かった今年の夏もようやく終わり、秋も深
まってまいりました。
　「秋」といえば、スポーツ、行楽、秋の味覚など、楽しめること

が盛りだくさんですが、今回は「芸術」を取り上げてみたいと思います。
　この季節になると、コンサートや美術展などを楽しみたい気分になりますが、
私が所属しているアマチュアの吹奏楽団も、ミニコンサートの依頼や文化祭な
どへの出演で忙しくなってきました。千葉大病院では、演奏ボランティアによ
る外来ホールでのピアノ演奏が定番です。開催日は不定期ですが、週 1 回程度
で皆様に演奏を披露させていただいておりますので、ご来院の際にはお楽しみ
いただけたら幸いです。

あとがき

（外来B1F 通院治療室　がん看護専門看護師　奥　朋子）

（脳神経外科　小林英一）

骨
髄
移
植
な
ど
国
内
有
数
の
治
療
実
績

 

●
急
性
白
血
病
に
対
す
る
化
学
療
法
＝
急
性
白
血
病
の
治
療

で
は
、
日
本
成
人
白
血
病
研
究
グ
ル
ー
プ（
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｇ
）

に
参
加
し
、
最
先
端
の
化
学
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
造
血
幹
細
胞
移
植
療
法
＝
造
血
幹
細
胞
移
植
療
法
は
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
同
種

骨
髄
移
植
、
同
種
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
、
臍さ

い
た
い
け
つ

帯
血
移
植
、

同
種
ミ
ニ
移
植
、
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
な
ど
の
治
療

法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

●
悪
性
リ
ン
パ
腫
＝
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
併
用
化
学
療
法
、
放
射

線
療
法
の
ほ
か
、
必
要
に
よ
り
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
＝
主
に
グ
リ
ベ
ッ
ク
内
服
に
よ
る
外

来
通
院
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
多
発
性
骨
髄
腫
＝
サ
リ
ド
マ
イ
ド
や
ベ
ル
ケ
イ
ド
な
ど
最

近
新
し
く
登
場
し
た
治
療
薬
を
用
い
、
さ
ら
に
自
家
末
梢

血
幹
細
胞
移
植
や
同
種
ミ
ニ
移
植
も
行
っ
て
い
ま
す
。

め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
続
け
る
治
療
技
術
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血
液
内
科
へ
の
思
い

　脳卒中は、生命のみならず、動く・話す・考えるといった人間の基本的な機能
を突然奪う重大な病気です。発症を予防することが何より大切ですが、幸い脳卒
中は、生活習慣の改善により発症率の抑制が可能です。血圧・食事・運動・ストレ
スなど多因子が発症に関っており、最近では睡眠時無呼吸症候群、メタボリックシ
ンドローム、慢性腎臓病との関連も重要視されてきました。
　壮年期以降の方は、一度は脳ドックを受けることをお勧めします。無症候性病
変の早期発見により、適切な予防処置を取ることが可能です。一過性の軽症発作
を放置しないことも重要なので、迷わず専門医に相談してください。
　治療面では、血管内治療の発達により、手術をしない治療が可能となりました。
器具や技術の進歩も著しく、例えば発症３時間以内の制限のあった超急性期脳梗
塞の再開通治療も、８時間まで可能な時代が訪れようとしています。
　ショウペンハウエルの“時はよく用いるものには親切である”という言葉が、特に
重要な分野です。

早期予防・早期発見と
早期治療を
●脳卒中対策

〔プロフィール〕
●昭和37年11月、静岡県富士市に生
まれる。サッカーで有名な静岡県立
清水東高校卒業後、千葉大医学部卒
業。現在千葉市中央区に住み、妻と長
男（中２）、長女（小６）の４人家族。
　信条は、患者さんとそのご家族、学
生諸君に対しても、常に分かりやす
いことばで話すこと。スポーツ観戦

（特にサッカー）が大好きで、現在「ｉ
Ｐａｄ」にハマっている。

病院ボランティア
の皆さん、

どうもありがとう！




